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【背景・目的】 日本の低出生体重児の割合は、他の OECD 諸国と比べて高い。その要因

のひとつとして、日本人女性の強いやせ願望に伴う低栄養状態の関与が考えられる。血中ア

ルブミンは栄養指標として広く用いられてきたが、近年、血中アルブミンの酸化還元バラン

スがたんぱく質栄養状態に応じて、アルブミン値よりも鋭敏に応答する、有用な新規栄養指

標となりうることが明らかとなった。しかし、血中アルブミンの酸化還元バランスが妊娠女

性のたんぱく質栄養状態や、低体重児出産リスクと関連があるかどうかについては、これま

で検証されていない。本研究では、妊婦の血中アルブミン酸化還元バランスが児の出生体重

と関連性があるかどうか検証することを目的とした。 

【方法・結果】 日本人妊婦 229 名を対象に妊娠前期・中期・後期に採取した血清を HPLC

分析に供して、還元型アルブミン比率（＝血中アルブミンの酸化還元バランス）を測定した。

得られた還元型アルブミン比率と児の出生体重との関係を調べた結果、妊娠後期の血中還

元型アルブミン比率に児の出生体重との有意な相関関係が認められた。 

【結論】 血中アルブミンの酸化還元バランスがたんぱく質栄養指標であることを考慮す

ると、同バランスは妊婦の低たんぱく質栄養状態やそれに伴う低出生体重児出産リスクを

示すバイオマーカーとなる可能性がある。 

 

 


